
第４７回北海道学生選手権は２４日、札幌市清田区の北海学園清田グラウンドで、１部の決
勝と５、６位を決める順位戦を行った。全日本大学選手権・甲子園ボウルへつながる決勝は、
北海学園大が北海道大を２１―１４で下して２年連続８度目の優勝を決めた。北海学園大は、
甲子園ボウルの東日本代表決定戦準決勝を兼ねるパインボウル（１１月３日）で東北学生連盟
代表校と対戦する。 

北海学園大は第２Ｑ４分、自陣３０ヤードでピッチを受けたＲＢ山本遼太（３年、札幌国際
情報高）が、そのまま右サイドラインを駆け上がる７０ヤードＴＤランで６点を先制。直後に
北海道大に逆転を許したが、第４ＱにＱＢ河合祐輔（３年、札幌第一高）のパスが爆発し、２
分にＷＲ佐藤玲太（４年、札幌光星高）へショートパスを投じると、佐藤が好走を見せて５０
ヤードＴＤパスに。ＰＡＴの２点コンバージョンもＱＢ河合がＷＲ寺川隆吾（３年、北海高）
へパスを通して１４－１４の同点とした。８分には、敵陣３ヤードからの攻撃でＷＲ寺川へＴ
Ｄパスを決めて再逆転に成功した。北海道大は０－６の第２Ｑ終了間際にＱＢ茨木大輔（３
年、兵庫・六甲学院高）がＷＲ佐藤健（４年、東京都市大付属高）へ４ヤードのＴＤパスを決
め、ＰＡＴのキックも成功して逆転。第３Ｑの最初の攻撃シリーズでＲＢ榊琢也（２年、札幌
東高）が１２ヤードＴＤランを決めて１４－６とリードを広げたが、最終Ｑの北海学園大のパ
ス攻撃を封じ切れなかった。 

北海学園大の高木幸樹ヘッドコーチは「予想通りの接戦になった。練習不足だったパスは試
合の中でタイミングが合ってきた。パインボウルはもっと強い相手になる。接戦に持ち込み、
粘り強くやりたい」と気を引き締めた。２ＴＤパスの河合は「４年生とまたアメフトが出来る
ことに喜びを感じる。決勝のＴＤは、玲太さんに相手守備が集まり、空いたスペースに投げら
れた」と４年生エースに感謝。「今年も関東と対戦できるように、パインボウルも勝ちます」
と宣言した。準決勝に続く先制のロングランＴＤを決めたＲＢ山本は「自分が走るとチームが
盛り上がる。パインボウルもブロックを信じて走る」と力強く言い切った。 



順位戦は、１部初参加の釧路公立大がＱＢ柴田雅大（４年、滋賀・虎姫高）の５ＴＤパスな
どで、室蘭工業大に６３－０と大勝した。釧路公立大は１部残留を決め、室蘭工業大は最終節
の３１日、２部優勝の東京農業大と入れ替え戦を行う。 
釧路公立大は第２Ｑ６分、ＱＢ柴田のパスをＷＲ高坂駿佑（１年、滝川西高）がワンハンド
キャッチしてそのままエンドゾーンへ飛び込む３１ヤードＴＤパスで先制。１０分にはＲＢ内
海太陽（２年、江差高）が４３ヤードＴＤパスキャッチ、前半終了間際にはエースＷＲ泉川渓
太（４年。岩手・不来方高）も４７ヤードのＴＤパスキャッチを見せた。第３ＱもＷＲ高坂の
２本目の４０ヤードＴＤパスキャッチ、ＲＢ田中巨人（１年、足寄高）の１０ヤードＴＤラ
ン、ＲＢ内海のＴＤランと加点。第４ＱもＷＲ山口響生（１年、札幌清田高）の２６ヤードＴ
Ｄパスキャッチ、ＤＬ加賀谷林兵（１年、秋田・大館鳳鳴高）の４０ヤードファンブルリター
ンＴＤ、ＷＲ泉川の２本目の４ヤードＴＤパスキャッチでリードを広げた。２年ぶりの実戦と
なった室蘭工業大も、１年生ＲＢ富樫司（札幌清田高）らが力走したが、ＴＤには届かなかっ
た。 

釧路公立大のＷＲ泉川主将は「帯広畜産大戦の負けから、しっかりと修正してきた。１部で
初勝利できうれしい。来年以降への良いスタートになる」と満足そう。ＱＢ柴田も「準備して
きたことを出し切った。下級生が頑張ってくれた」と後輩の成長を喜んだ。先制ＴＤのＷＲ高
坂は「絶対に捕ってやろうと無我夢中で手を出したら入っていた」とワンハンド捕球を振り返
り、「４年生の思いを引き継ぎ、１部優勝を目指したい」と大きな目標を掲げた。


